
JP 2013-521441 A 2013.6.10

10

(57)【要約】
　ねじファスナーの波形ねじ山形状が、概ね螺旋状の経
路に沿って複数のねじピッチを含み、各々が螺旋状のス
トレート経路から逸脱する複数の波形ねじ山部分を含み
、螺旋状の経路に沿って隣接する波形ねじ山部分は、略
螺旋状のストレート経路に沿って延びる標準ねじ山部分
によって離間している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のねじピッチを形成する概ね螺旋状の経路に沿って延在するねじ山を有する、ねじ
ファスナーのねじ山形状であって、
　複数の波形ねじ山部分であって、該複数の波形ねじ山部分の各々が、螺旋状のストレー
ト経路からねじ山が逸脱するねじ山セグメントを形成する複数の波形ねじ山部分と、
　隣接する波形ねじ山部分の間の標準ねじ山部分であって、各々が略螺旋状のストレート
経路に沿って延在するねじ山セグメントを形成する標準ねじ山部分とを具備するねじ山形
状。
【請求項２】
　各波形ねじ山部分は全ねじピッチよりも短い距離に亘って延設する請求項１に記載のね
じ山形状。
【請求項３】
　各標準ねじ山部分は少なくとも全ねじピッチの距離を延びる請求項１に記載のねじ山形
状。
【請求項４】
　各波形ねじ山部分はねじピッチの約１／３の距離に亘って延び、前記螺旋状のストレー
ト経路から離れる一方向に逸脱する１つの完全な波形を形成しており、各標準ねじ山部分
はおよそ１つの全ねじピッチの距離に亘って延設する請求項１に記載のねじ山形状。
【請求項５】
　少なくとも３つの前記波形ねじ山部分を含む請求項４に記載のねじ山形状。
【請求項６】
　前記波形ねじ山部分の各々は、第１の波形高さの波形を形成し、前記ねじ山は、前記第
１の波形高さよりも小さい第２の波形高さの波形を形成している入れ子状の波形ねじ山部
分を含み、該入れ子状の波形ねじ山部分は、前記波形ねじ山部分のうちの１つに隣接する
ねじピッチにあり、前記波形ねじ山部分と同じ方向に前記螺旋状のストレート経路から逸
脱している請求項１に記載のねじ山形状。
【請求項７】
　前記入れ子状の波形ねじ山部分は、隣接するねじピッチにある波形ねじ山部分と軸方向
に位置合わせされている請求項６に記載のねじ山形状。
【請求項８】
　ねじファスナーであって、
　シャンクと、
　概ね螺旋状の経路に沿って複数のねじピッチを形成している、前記シャンクにあるねじ
山であって、該ねじ山は、該ねじ山が、螺旋状のストレート経路から逸脱するねじ山セグ
メントを各々が形成している複数の波形ねじ山部分を含むねじ山と、
　隣接する波形ねじ山部分間の標準ねじ山部分であって、各標準ねじ山部分は、略螺旋状
のストレート経路に沿って延在するねじ山セグメントを形成している標準ねじ山部分とを
含むねじファスナー。
【請求項９】
　各前記波形ねじ山部分は全ねじピッチよりも短い距離に亘って延設する請求項８に記載
のねじファスナー。
【請求項１０】
　各前記波形ねじ山部分はねじピッチの約１／３の距離に亘って延設する請求項９に記載
のねじファスナー。
【請求項１１】
　隣接する波形ねじ山部分間の各前記標準ねじ山部分はおよそ１つの全ねじピッチの距離
に亘って延設する請求項１０に記載のねじファスナー。
【請求項１２】
　各前記波形ねじ山部分は、第１の波形高さの波形を形成し、前記ねじ山は、前記第１の
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波形高さよりも小さい第２の波形高さの波形を形成している入れ子状の波形ねじ山部分を
含み、該入れ子状の波形ねじ山部分は、前記波形ねじ山部分のうちの１つに隣接するねじ
ピッチにあり、前記波形ねじ山部分と同じ方向に前記螺旋状のストレート経路から逸脱し
ている請求項１１に記載のねじファスナー。
【請求項１３】
　前記入れ子状の波形ねじ山部分は、隣接するねじピッチにある波形ねじ山部分と軸方向
に位置合わせされている請求項１２に記載のねじファスナー。
【請求項１４】
　前記第２の波形高さは前記第１の波形高さの約１／２である請求項１３に記載のねじフ
ァスナー。
【請求項１５】
　各前記波形ねじ山部分は、第１の波形高さの波形を形成し、前記ねじ山は、前記第１の
波形高さよりも小さい第２の波形高さの波形を形成している入れ子状の波形ねじ山部分を
含み、該入れ子状の波形ねじ山部分は、前記波形ねじ山部分のうちの１つに隣接するねじ
ピッチにあり、前記波形ねじ山部分と同じ方向に前記螺旋状のストレート経路から逸脱し
ている請求項８に記載のねじファスナー。
【請求項１６】
　前記入れ子状の波形ねじ山部分は、隣接するねじピッチの波形ねじ山部分と軸方向に一
直線上に配置されている請求項１５に記載のねじファスナー。
【請求項１７】
　ねじファスナーは、前記シャンクの一端に頭部と、前記シャンクの対向端に遠位先端と
を更に含み、各々が単一の波形を形成している前記波形ねじ山部分は、前記螺旋状のスト
レート経路から前記シャンクの前記遠位先端に向かって逸脱している請求項８に記載のね
じファスナー。
【請求項１８】
　各前記波形ねじ山部分は、第１の波形高さの波形を形成し、前記ねじ山は、前記第１の
波形高さよりも小さい第２の波形高さの波形を形成している入れ子状の波形ねじ山部分を
含み、該入れ子状の波形ねじ山部分は、前記波形ねじ山部分のうちの１つに隣接するねじ
ピッチにあり、前記螺旋状のストレート経路から前記シャンクの前記遠位先端に向かって
逸脱している請求項１７に記載のねじファスナー。
【請求項１９】
　各前記入れ子状の波形ねじ山部分は、隣接するねじピッチの波形ねじ山部分と軸方向に
位置合わせされている請求項１８に記載のねじファスナー。
【請求項２０】
　前記第２の波形高さは前記第１の波形高さの約１／２である請求項１９に記載のねじフ
ァスナー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は包括的にはねじファスナーに関し、より具体的には、本発明は、ねじ組立体に
おいてプリベイリングトルクを生じさせる、ねじファスナーのねじ山構造に関する。
【０００２】
　　［関連出願の相互参照］
　本願は、２０１０年２月２６日に出願された米国仮特許出願第61/308,703号の利益を主
張する。
【背景技術】
【０００３】
　単純なねじファスナーは、互いに係合するように形成された雄ねじ部品と雌ねじ部品と
を含む。工業用締め具協会（ＩＦＩ：Industrial Fasteners Institute）によれば、ねじ
山は、円筒の外面または内面の螺旋状の一様なセクションとして定義されている。様々な
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目的からねじファスナーの性能を改善する多様なねじ山構造が知られている。一般に、全
てのタイプのねじ山はストレートな螺旋パターンに基づいている。ねじピッチは、１つの
タイプまたはサイズのファスナーから別のタイプまたはサイズのファスナーまで様々とす
ることができ、同じファスナーの異なる部分に異なるねじピッチを設けることが知られて
いる。然しながら、ねじ山はピッチに関係なくストレートな螺旋パターン沿いに延在して
いる。
【０００４】
　標準のファスナー設計では、所定ピッチすなわち「基準」ピッチの場合、雄ねじが基準
ピッチ以下で設けられ、雌ねじが基準ピッチ以上で設けられる。その結果、雌ねじ内で雄
ねじを「浮かす」ことで、ファスナーを最終的に緊締する際に、締付け圧力が加えられる
まで干渉がほとんどないかまたは全くなく、２つの部品をねじ山の長さ全体に亘ってとも
に進ませることが可能となる。ファスナーが緊締され、締付け荷重が加えられると、ファ
スナーに張力が作用するため、ファスナーの伸張により摩擦が生じる。締付け荷重は、振
動、角度付きねじ面の経時によるずれ、膨張サイクルおよび収縮サイクル等により弱まる
可能性がある。締付け荷重が失われる場合であっても、雄形部品と雌形部品との相対位置
を維持するために、ナットを変形させるか或いはねじ山にペースト状の物質を用いること
によってプリベイリングトルクを与えることが知られている。ナットをクリンプすること
は製造プロセスにかなりのコストを加え、その目的のための既知のペースト状の物質は、
極度の温度条件では幾分制限され、再使用性が制限される。
【０００５】
　更なる問題は、ねじファスナーがやや非標準的な状況で用いられる場合に生じる。ファ
スナーを緊締するためには、締付け荷重を加えることが必要で、これは、ファスナーの頭
部、雌形ファスナーの対向面および該頭部と該対向面との間の全ての材料または部品がと
もに圧縮されることを意味する。例えば、弾性材料をともに保持するジョイントのような
いわゆる「軟質のジョイント」、ガスケット等では、ファスナージョイントは、保持され
ている材料に過剰な締付け力を加えることなく緊締できることが望ましい。この目的から
、ショルダーボルトまたはスペーサー付き標準ファスナーが使用されてきたが、組み付け
が複雑であり、費用がかさむものであった。
【０００６】
　他の部品または関連の部材と共に組付けるようにした部品にねじファスナーを予め組付
けておき、その後に該ねじファスナーを締付けるようにしたねじファスナーが知られてい
る。例えば、現場で使用するために、内部にワイヤーを受入れる端子の適所に予め配設し
たねじを備えた様々な電気組立体がある。ワイヤーを適正に位置決めし、ねじを緊締する
ことによって、ワイヤーと電気組立体とが電気的に接続される。予め組付けたねじの位置
が変位しないように比較的しっかりとさせて、ねじが抜けることで部品が使用不能となら
ないようにしなければならない。
【０００７】
　特許文献１は、ファスナーのシャンクの螺旋ねじ山パターンの中に湾曲経路沿いに延在
するねじ山を設けた相互作用嵌合ねじ山（interactive fit screw thread）を開示してい
る。ファスナーの所望の部分に沿ってプリベイリングトルクを発生させるために湾曲した
ねじピッチが設けられている。特許文献１に開示されている相互作用嵌合ねじは、通常の
ファスナーのねじ山のように略螺旋状のストレート経路ではなく、螺旋パターン中に湾曲
経路が設けられている。特許文献１に開示されている例示的な実施の形態は正弦波経路に
沿って延在する。
【０００８】
　しっかりと軸線を一致させて相手側のねじ山に取付けるために、既述した特許文献１に
開示されている実施の形態では、ファスナーのシャンクの周囲３６０度をカバーする３つ
の波形周期が用いられている。各波形の頂点は前の波形の頂点から１２０度の位置にあり
、波形は、単一のねじピッチ内に集中するように互いの直後に続く。これは効果的に作用
するが、ねじ山の波形部分によって得られる有利な効果はファスナーの位置によって左右
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される。ねじ組立体において３つの波形の適正な係合および位置合わせを確実にするため
に、波形ねじ山部分が相手側のねじ山に対して適正に配置される必要がある。例えば、雌
形ファスナー部品では、雌ねじを４ピッチを設けるのが一般的である。最も効果的に作用
させるには、雄形ファスナー部品の３つの波形が雌形部品のねじ山と係合するように配置
しなければならない。雄形ファスナー部品が雌形ファスナー部品に対して過回転している
かまたは回転不足である場合には、３つよりも少ない波形しか雌形部品と係合せずに、ね
じ組立体があまり効果的でない可能性がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許第7,326,014号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　従って、波形を雌ねじ部品における最終的な係合のために適切に位置決めすることがで
きるように、ファスナー部品の最終的な関係の調和のとれた知識を有することが必要とさ
れてきた。
【００１１】
　位置に依存しないとともにねじ山の長さの細長い部分に沿ってプリベイリングトルクを
与える相互作用嵌合ねじ山を有する、ねじファスナーを提供することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本明細書に記載の波形ねじ山形状は、プリベイリングトルクが本来的に備わった（with
 built in prevailing torque）ファスナーを提供し、該ファスナーの利点は、波形ねじ
山部分および標準ねじ山部分の双方を概ね螺旋のねじ山に沿って含むことによって、ファ
スナー組立体におけるファスナーのランダムな位置決めを行うことができることである。
好適な形態では、各波形ねじ山部分は、全ねじピッチよりも短く延び、全ねじピッチに亘
って延設する標準ねじ山部分によって、隣接する波形ねじ山部分から離間している。
【００１３】
　本発明の一実施の形態の一態様では、複数のねじピッチの概ね螺旋状の経路に沿って延
在するねじ山を有する、ねじファスナーのねじ山形状に、ねじ山が螺旋状のストレート経
路から逸脱するねじ山セグメントを各々が形成している複数の波形ねじ山部分が設けられ
る。標準ねじ山部分が、隣接する波形ねじ山部分間に設けられ、各標準ねじ山部分は、略
螺旋状のストレート経路に沿って延在するねじ山セグメントを形成している。
【００１４】
　本発明の一実施の形態の一態様では、ねじファスナーに、シャンクと、概ね螺旋状の経
路に沿って複数のねじピッチを形成している、シャンクにあるねじ山とが設けられる。ね
じ山は、該ねじ山が螺旋状のストレート経路から逸脱するねじ山セグメントを各々が形成
している複数の波形ねじ山部分と、隣接する波形ねじ山部分間の標準ねじ山部分であって
、各標準ねじ山部分は、略螺旋状のストレート経路に沿って延在するねじ山セグメントを
形成している、標準ねじ山部分とを含む。
【００１５】
　本明細書に記載されている波形ねじ山形状の一実施の形態の利点は、ファスナーの伸張
した長さに沿ってプリベイリングトルクが本来的に備わったファスナーを提供することで
あり、該ファスナーによるプリベイリングトルクの利点は、ねじ組立体におけるねじファ
スナーのランダムな位置決めによって実現することができる。
【００１６】
　本明細書に記載されている波形ねじ山形状の実施の形態の別の利点は、軟質のジョイン
トに効率的に用いることができる、プリベイリングトルクが本来的に備わったファスナー
を提供することである。
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【００１７】
　本明細書に記載されている波形ねじ山形状の少なくとも幾つかの実施の形態によって提
供される更に別の利点は、細目ねじ構造を有するファスナー、小径のファスナー、および
／または少なくとも１つのねじ部品が比較的軟質の材料から作製されているファスナー組
立体に用いることができる、プリベイリングトルクが本来的に備わったねじファスナーを
提供することである。
【００１８】
　本発明の他の特徴および利点は、以下の詳細な説明、特許請求の範囲、および同様の符
号が同様の特徴を示すのに用いられている図面を検討すれば、当業者には明らかとなるで
あろう。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本明細書に開示されている波形ねじ山形状を有するねじファスナーの斜視図であ
る。
【図２】図１に示されている位置から右側すなわち時計回り方向に３０度回転させたねじ
ファスナーの斜視図である。
【図３】図２に示されている位置から右側すなわち時計回り方向に３０度回転させたねじ
ファスナーの斜視図である。
【図４】図３に示されている位置から右側すなわち時計回り方向に３０度回転させたねじ
ファスナーの斜視図である。
【図５】図４に示されている位置から右側すなわち時計回り方向に３０度回転させたねじ
ファスナーの斜視図である。
【図６】図５に示されている位置から右側すなわち時計回り方向に３０度回転させたねじ
ファスナーの斜視図である。
【図７】図６に示されている位置から右側すなわち時計回り方向に３０度回転させたねじ
ファスナーの斜視図である。
【図８】図７に示されている位置から右側すなわち時計回り方向に３０度回転させたねじ
ファスナーの斜視図である。
【図９】図８に示されている位置から右側すなわち時計回り方向に３０度回転させたねじ
ファスナーの斜視図である。
【図１０】図９に示されている位置から右側すなわち時計回り方向に３０度回転させたね
じファスナーの斜視図である。
【図１１】図１０に示されている位置から右側すなわち時計回り方向に３０度回転させた
ねじファスナーの斜視図である。
【図１２】図１１に示されている位置から右側すなわち時計回り方向に３０度回転させた
ねじファスナーの斜視図である。
【図１３】波形ねじ山形状の代替形態の拡大部分図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の実施形態を詳細に説明する前に、本発明は、以下の説明に記載または図示され
ている部品の構成および配置の詳細に限定されないことを理解されたい。本発明は他の実
施形態が可能であり、様々な方法で実施または実行することが可能である。また、本明細
書において使用される表現および用語は説明目的のためのものであり、限定とみなされる
べきではないことが理解されよう。本明細書における、「含む」、「備える」およびその
変形形の使用は、その後に挙げる項目およびその等価物並びに追加の部材およびその等価
物を包含することを意味する。
【００２１】
　ここで、図面、特に図１をより具体的に参照すると、符号１００はねじファスナー、よ
り具体的には、頭部１０２と、シャンク１０４と、波形ねじ山形状を有する連続した螺旋
ねじ山１０６とを有するボルトを示す。螺旋ねじ山１０６は、シャンク１０４の概ね螺旋
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状の経路に沿って延びるとともに、複数のねじピッチを形成している。ここで、ねじピッ
チは、シャンク１０４を一回転させたときの弦巻線の一回りの長さ部分である。螺旋ねじ
山１０６は、以下でより詳細に説明するように、１つのリードねじ山部分（lead-in-thre
ad portion：導入ねじ山部分）１０８と、複数の標準ねじ山部分１１０および複数の波形
ねじ山部分１１２の双方とを含む。図示する例示的な実施形態の各波形ねじ山部分１１２
は、全ねじピッチよりも短く延在しているとともに、ねじ山が螺旋状のストレート経路か
ら逸脱するねじ山セグメントを形成している。図示する例示的な実施形態の各標準ねじ山
セグメント１１０は、１つの全ねじピッチに亘って延在しているとともに、略螺旋状のス
トレート経路に沿って延在するねじ山セグメントを形成している。図示する例示的な実施
形態では、ファスナー１００は、シャンク１０４の、頭部１０２とは反対の端に鈍端また
は鈍先端１１４を含むが、当業者は、テーパー状端またはテーパー状先端も設け得ること
を理解するであろう。
【００２２】
　図１に示すように、ねじ山１０６は圧力側フランク１２０と、ねじ山の頂部１２４から
ねじ谷底１２６にかけての進み側フランク１２２とを含む。ねじ山１０６は、シャンク１
０４に沿って概ね螺旋のパターンで設けられており、ファスナー１００の略全長に亘って
設けてもよく、またはファスナーの端から離間した或る距離から始端しているか若しくは
該距離で終端していてもよい。
【００２３】
　図２～図１２は、直前の図の向き（view）から３０度回転させたファスナー１００を示
す。従って、図２は、図１の向きから３０度回転させたファスナー１００を示し、図３は
、図２の向きから３０度（従って、図１の向きから６０度）回転させたファスナー１００
を示し、図４は、図３の向きから３０度（従って、図２の向きから６０度、図１の向きか
ら９０度）回転させたファスナー１００を示すといったように、残りの図５～図１２につ
いても示す。そのため、図１は、図１２に示されている向きから３０度回転させたファス
ナー１００を示すことにも留意されたい。
【００２４】
　図面に示されている特定のファスナーは例示にすぎないこと、また、本明細書に開示さ
れている波形ねじ山形状は、長いシャンクの限定された部分にのみねじ部を有するファス
ナー、スクリュー式ファスナーおよび他のタイプのねじファスナーを含め、種々のタイプ
のファスナーに用いることができることを理解されたい。図示する例示的な実施形態では
、頭部１０２は、レンチと係合するように構成されている六面形である。当業者は、頭部
１０２を六角形以外に別様に構成することができることを容易に理解するであろう。従っ
て、頭部１０２はスクリュードライバー、トルクスドライバーまたは他のタイプのドライ
バーを受入れるスロットまたはキャビティを有して構成することができる。更に、頭部１
０２の外周は、六角形のドライバー以外のドライバーと係合するように構成することがで
きる。
【００２５】
　本発明の波形ねじ山形状には、全ねじピッチよりも短く、例示的な実施形態では、ねじ
ピッチの約１／３の距離（従って、シャンク１０４の周りに１２０度）に亘って延設する
個々の波形を用いており、個々の波形ねじ山部分の各々は、およそ１つの全ねじピッチの
距離に亘って（従って、シャンク１０４の周りに３６０度に亘って）延びる標準ねじ山部
分によって、隣接する波形ねじ山部分から離間している。従って、波形ねじ山部分は複数
のねじピッチに亘って分割され、ねじ山の始端、ねじ山の終端またはそれらの双方は標準
的なねじ山構造で、ねじ山１０４の全長に亘ってまたはねじ山の全長よりも短い或る部分
に亘って、記載したパターンで延在させることがができる。
【００２６】
　例示的な実施形態では、個々の波形ねじ山部分は、参照符号１１２とともに文字「ａ」
～「ｍ」で連続的に特定されている。従って、リードねじ山部分１０８から始まって、第
１の波形ねじ山部分は１１２ａとして示され、次の波形ねじ山部分は１１２ｂとしてとい
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ったように示される。同様の指定が、種々の波形ねじ山部分１１２ａ～１１２ｍ間の標準
ねじ山部分１１０に適用されている。波形ねじ山部分１１２ａ、１１２ｂ間の第１の標準
ねじ山部分が標準ねじ山部分１１０ａとして特定されており、波形ねじ山部分１１２ｂ、
１１２ｃ間の第２の標準ねじ山部分が標準ねじ山部分１１０ｂとして示されているといっ
たようにファスナー１００の長さ方向に沿って示されている。
【００２７】
　各波形ねじ山部分１１２ａ～１１２ｍは、ねじピッチの１／３に亘って延設するねじ山
セグメントを形成しており、全ねじピッチに亘って延設する標準ねじ山部分１１０によっ
て、隣接する波形ねじ山部分から離間している。従って、隣接する波形ねじ山部分１１２
ａ～１１２ｍの波形の頂部は４／３ねじピッチだけ離間している。波形を広げることによ
り、ファスナーのスタンスが広くなることで、ファスナー１００を受入れる相補的な雌形
ファスナー部品の雌ねじとのより安定性のある滑らかな相互作用をもたらす。波形ねじ山
によって与えられるプリベイリングトルクの利点は、ファスナーの正確な地点に波形を設
ける必要なく、かつファスナー部品のうちの一方をファスナー部品のうちの他方の内部に
特定の相対位置で位置決めする必要なく実現される。例示的な実施形態について図示およ
び記載されているようにして雄ねじに波形を設けることは、ファスナーの長さに沿って任
意の３つのピッチが相手側のねじ構造部に係合する場合に効果的に行うことができる。こ
れにより、ねじ山を、最終的な組み付けに関して工具およびファスナーについて特別に考
慮することなくどこでも開始させることが可能となる。任意の３つのねじピッチが係合す
る限り、適正な数の波形ねじ山部分が最終ねじ組立体に含まれ、波形ねじ山部分１１２に
より与えられるプリベイリングトルクの十分な利点が達成される。
【００２８】
　以下、螺旋ねじ山における標準ねじ山部分と波形ねじ山部分とのパターンを図１～図１
２に関してより具体的に説明する。第１の波形ねじ山部分１１２ａが、適した長さの標準
ねじ山部分またはリードねじ山部分１０８に続くことができ、１／３のねじピッチ、すな
わちシャンク１０４の周りに約１２０度の距離に亘って延設する。標準螺旋ねじ山部分１
１０ａが第１の波形ねじ山部分１１２ａから続き、第１の波形ねじ山部分１１２ａの端か
ら１つの完全螺旋の距離、すなわちシャンク１０４の周りに３６０度に亘って延設する。
その後、第２の波形ねじ山部分１１２ｂが、約１／３ねじピッチの距離（シャンク１０４
の周りに１２０度）に亘って延設するように設けられており、ここでも同様にその後に、
全ねじピッチにわたる、シャンク１０４の周りに３６０度延びる標準ねじ山部分１１０ｂ
が続く。その後、第３の波形ねじ山部分１１２ｃが、シャンクの周りを約１２０度覆う長
さに亘って延設する。シャンク１０４の周りに約１２０度（１／３ねじピッチ）延びる波
形ねじ山部分の後にシャンク１０４の周りに約３６０度（１つの全ねじピッチ）延びる標
準ねじ山部分が続くこのパターンが、ねじ山の長さ全体を通してファスナーのリード端の
先端から続く。
【００２９】
　第１の波形ねじ山部分の位置、第２の波形ねじ山部分の位置および第３の波形ねじ山部
分の位置は、図１～図１２まで３０度の増分で回転させたファスナーの一連の図を比較す
ることで理解することができる。図１では、第１の波形ねじ山部分１１２ａおよび第３の
波形ねじ山部分１１２ｃは見えるのに対し、第２の波形ねじ山部分１１２ｂは見えない。
ファスナーを３０度回転させて図２の向きにすると、第３の波形ねじ山部分１１２ｃはあ
まり見えず、第１の波形ねじ山部分１１２ａがより多く見える。ファスナーを更に３０度
回転させて図３の向きにすると、第２の波形ねじ山部分１１２ｂが見えてくる。図４に示
すように更に３０度回転させると、第３の波形ねじ山部分１１２ｃは回転して見えなくな
り、第２の波形ねじ山部分１１２ｂをより多く見ることができる。第１の波形ねじ山部分
１１２ａは見えたままである。連続行程を図５～図１２のファスナーの更なる回転の全体
を通して見ることができる。その他の波形ねじ山部分１１２ｄ～１１２ｍの相対位置も図
１～図１２から理解することができる。
【００３０】
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　ねじ山１０６は、標準ねじ山部分１１０および波形ねじ山部分１１２の全体を通して断
面形状は同一である。螺旋パターンの全体を通して、断面形状は同一である。然しながら
、谷底１２６から頂部１２４にかけてのねじ山全体は、波形ねじ山部分１１２に沿って湾
曲経路に沿って延在する。図示する例示的な実施形態では、波形ねじ山部分１１２は頭部
１０２から離れて先端１１４へ向かう方向にストレート経路から逸脱している。然しなが
ら、波形ねじ山部分が、ストレート経路からファスナーの先端からファスナーの頭部に向
う方向に逸脱するようにしたり、或いは、ストレート経路から両方向に逸脱するようにし
たファスナーを提供することができる。
【００３１】
　図示する例示的な実施形態では、波形ねじ山部分１１２はそれぞれ、ねじピッチの１／
３に延在する単一の波形を形成しているが、単一の波形よりも多くの波形を有する波形ね
じ山部分を用いることができ、かつ／または、波形ねじ山部分は、全ねじピッチの１／３
よりも長い距離または短い距離に亘って延設することができることを理解されたい。更に
、隣接する波形ねじ山部分１１２間に標準ねじ山部分１１０を含み、標準ねじ山部分１１
０がねじ山の１つの全ピッチに亘って延在する例示的な実施形態を図示および説明してき
たが、隣接する波形ねじ山部分は、全ねじピッチよりも長く或いは短く延在する標準ねじ
山部分によって離間させることができる。従って、ねじ組立体における雄ねじと雌ねじと
の所望の協働関係は、有利には、３つよりも多いかまたは少ないねじピッチがねじ組立体
において係合する場合に、波形ねじ山部分が与えるプリベイリングトルク特性を十分に利
用するように設計することができる。更に、波形ねじ山部分１１２における各波形の幅は
所望のプリベイリングトルク特性を与えるように選択することができ、幅が広いほど大き
なプリベイリングトルクをもたらし、幅が小さいほど小さなプリベイリングトルクをもた
らす。トルク要件は、間に標準ねじ山部分１１０がある波形ねじ山部分１１２同士の間隔
とともに、波形ねじ山部分の波形の幅および頻度の選択により正確に制御することができ
る。
【００３２】
　波形ねじ山形状の別の実施形態が図１３に示されている。図１３に示されているファス
ナー２００は、シャンク２０４と、標準ねじ山部分２１０と、本明細書において前述した
波形ねじ山部分１１２ａ～１１２ｍと同様の波形ねじ山部分２１２とを含む。波形ねじ山
部分２１２は、隣接するねじピッチ上の入れ子状の波形ねじ山部分２１３と対になってい
る。波形ねじ山部分２１２は、図１３において２３０と示される寸法によって示されてい
る波形高さを有し、入れ子状の波形ねじ山部分２１３は、符号２３２によって指示される
寸法によって示されている波形高さを有する。入れ子状の波形ねじ山部分２１３は、その
関連の波形ねじ山部分２１２の波形高さ２３０よりも小さい波形高さ２３２を有すること
ができる。関連の波形ねじ山部分２１２の波形高さの１／２を有する入れ子状の波形ねじ
山部分２１３が効果的に作用した。入れ子状の波形ねじ山部分２１３は、図１３に示すよ
うに、ファスナーシャンク２０４の関連の波形ねじ山部分２１２に対して概ね軸方向に一
直線上に配置することができ、例示的な実施形態では、関連の波形ねじ山部分２１２と同
じ方向に螺旋状のストレート経路から逸脱する。例示的な実施形態では、波形ねじ山部分
２１２および入れ子状の波形ねじ山部分２１３はそれぞれ、螺旋状のストレート経路から
ファスナー２００の先端に向かって任意の同じ方向に逸脱する。入れ子状の波形２１３を
使用することにより、細目ねじ山が用いられる場合に、かつ／または、ねじファスナー部
品のうちの一方若しくは他方が軟質の材料および／若しくは小径を有する場合に、ねじ回
転を容易にする。入れ子状の波形２１３は、これらの条件および他の条件下で係合してい
るねじ山の谷底の干渉に起因する可能性がある不都合点を克服する。入れ子状の波形は締
結した組立体において雌ねじと係合するのではなく、雌ねじに対して更なるクリアランス
を与える。より軟質の材料では、入れ子状の波形２１３により、関連した標準サイズの波
形部分２１２が作り出す材料の流れが可能となる。
【００３３】
　上記の変形および変更は本発明の範囲内にある。本明細書に開示および規定されている
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本発明は、言及されている個々の特徴の２つ以上の全ての代替的な組み合わせにおよび、
または本文および／若しくは図面から明らかであることが理解される。これらの様々な組
み合わせの全ては、本発明の種々の代替的な態様を構成する。本明細書に記載の実施形態
は、本発明を実施するための分かっている最良の形態を説明しており、当業者が本発明を
利用することを可能にする。特許請求の範囲は、従来技術が許容する範囲まで代替的な実
施形態を含むものと解釈すべきである。
　本発明の種々の特徴は添付の特許請求の範囲内に記載されている。
【符号の説明】
【００３４】
　１００　　ファスナー
　１０２　　頭部
　１０４　　シャンク
　１０６　　ねじ山
　１０８　　リードねじ山部分
　１１０　　標準ねじ山部分
　１１２　　波形ねじ山部分
　１１４　　鈍先端
　１２０　　圧力側フランク
　１２２　　進み側フランク
　１２４　　ねじ山の頂部
　１２６　　谷底
　２００　　ファスナー
　２０４　　シャンク
　２１０　　標準ねじ山部分
　２１２　　波形ねじ山部分
　２１３　　入れ子状の波形ねじ山部分
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